大護摩堂
大護摩堂は、密教の儀式である護摩の火の儀式のためのお堂である。祭壇では、紙に書かれた祈りと小さな木の板が儀式の間に燃やされる。炎は不浄や幻想を焼き払い、祈りを空へと送り出すと考えられている。祭壇の背後にある本尊は、大日如来の使者である不動明王である。
	大護摩堂は、1998年に歴史ある寺院の建物を脅かすことなく、火の儀式を行うことができるようにコンクリート製で建てられた。祭祀は毎日行われている。

大護摩堂の内部
護摩壇の後ろには30体以上の仏像が立っている。その中央には金色の塔があり、その周りには円仁（794～864）と天海（1536?～1643）の二つの像が安置されている。中央の台座には平安時代（794～1185）の五智王像が彫られており、中央には不動明王が描かれている。他にも七福神、十二天など、八つの枢軸・天地・太陽・月を守る存在が描かれている。
	棚の中には、国を守り、災いを福に変える毘沙門天（四天王の一人）の姿をした鎮守夜叉像が隠されている。鎮守夜叉は、輪王寺の秘仏の一つで、9年に一度だけ一般に公開されている。

昇り龍
大護摩堂の天井に描かれた龍は、天に祈りを捧げると信じられている。一般的に寺院の天井に描かれている龍は墨でしか描かれていないのに対し、ここでは金箔を鮮やかに使用しているのが特徴です。吉原昭夫（1927～1998）が2年半の歳月をかけて檜の板に描いてから天井に取り付けたものである。吉原氏は、日光の社寺の歴史的建造物や美術品の保存に尽力したことで、全国的にその手腕が認められた。

